









 2011 年 3 月 11 日午後 2 時 46 分に発生した東日本大震災は、宮城県女川町にも
大きな被害をもたらした。（死者数＋不明者数）/（死者数＋不明者数＋避難者数）
×100 で計算される死亡率は 55.9%であり、これは東日本震災で最も高い死亡率と言
われている。神谷(2013)は「女川は人口 1 万人のうち、940 名にものぼる住民が犠牲
になり、住宅の 80%以上が全半壊。津波被害をうけなかったのは３つの集落だけであ
る。被災市町村中、人口比で最も激烈な被害をうけた」と評している。2010年（平成22
年）国勢調査での女川町の人口は 10,051 人、世帯数3,968 世帯であったのが、2015





 2015 年3 月21 日には世界的建築家の坂茂氏が設計した女川駅がオープンし、翌















や縮小も含めた計画変更のたびに、30 カ所程度での説明会を 2 回したのをはじめ、

















































                                                  
2 阿部氏と以前から親交のある木下斉氏を介して知り合う。その後、コンテナ村商店街の活動資金を



























4.1 NPO法人アスヘノキボウ代表理事 小松洋介氏 







く、I ターンなどの 20-40 代若手の新規雇用が行われている。NPO 法人アスヘノキボ
ウでは、「創業本気プログラム」を女川町と連携して開始し、2015年6名、2016年5名





6 万円（女川町の助成金があるのでこの値段。普通であれば 20 万円前後のセミナー











のが、小松氏を含めて 3 名。メンターとして関われるのが 1 人に対して 2 名が限界な
ので、２×３で定員 6 名としている。参加者は、2015 年は女川 3 名、盛岡 1 名、東京































































































社員の一人目は女性31 歳でアフリカの NGO に勤務していた。もともと女川と関係
はなく、帰国後、被災地を見ていないという理由で、たまたま女川に来たところ、面白

















輩出を通じて社会のイノベーションに貢献する NPO である ETIC(Entrepreneurial 
Training for Innovative Communities)の募集というプログラムに応募してきたので、1 年
間の任期付きプログラムとして当初受け入れた。交通費を出して 2-3 日滞在して貰っ
たところ気に入ったようなので、雇用した。配偶者と石巻に住んでいる。三人目は小
































































 正直に言うと、女川は、石巻に較べると生活するのは不便。高速まで 40 分かかる。



























































に復興庁の人材マッチングで、TOTO から出向してもらった松田豪の 5 名。このメン
バーでブランドづくりを 2 年かけて行った。松田氏の人件費は、合同会社が出せる分
だけ出して、現役時代との差額を派遣元の TOTO が出す仕組み。2 年任期で 2016






















スタッフ。2016 年春の閉局を前に、2015 年秋に出産のため退社。震災直後から FM
の業務に従事、合同会社から復興応援隊員として FM の業務に従事したのは 2014
年 4 月より。⑦石森充さんも女川出身。おながわ災害 FM のリスナーからパーソナリ
ティへ。合同会社から復興応援隊員として FM の業務に従事したのは 2014 年4 月よ
り。2016 年春の閉局とともに退社。この夏にエルファロに再就職が決まったが、就業
して一週間たたないうちに急病で逝去。⑧五関真奈美さんは大分県の大学生。自分










2016 年 2 月より入社。松尾の後を受け、ネットショップの管理と受発注業務を担う。ち
ょうど女川の仮設を試験的に一般開放する時期と重なったため、お試し移住を活用し
つつ、現在仮設住宅で暮らしている。⑫超（チャオ）さんは中国出身、女川出身の女
























































































































































６ おわりに： 2016年7月19日段階での女川町の対応 



















 ２．使用料   
間取り 年額  
１ＤＫ 180,000 円 
２ＤＫ 270,000 円 
３Ｋ 360,000 円 
※貸付期間が１年未満の場合は月割計算、当該期間が１月未満の場合は日割計算
により、計算した額となります。 
３．使用の許可期間  
貸付期間は１年以内で、期間の終期は３月３１日までとなります。 
４．その他  
・応急仮設住宅は、被災者が再建した後に解体するものです。 
・恒久的な住宅として提供するものではありませんので、入居した後でも賃貸物
件等を常に探すようお願いします。 
・貸付けを希望される場合は、事前に生活支援課住宅係までご連絡ください。 
――――――――――――――――――――――――――――――― 
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